
1．はじめに

分光物性Ⅱグループでは、共用ビームラインBL25SU、

BL27SU、BL43IRのユーザー支援を行うとともに、より

高性能な実験手法の提供を目的として各ビームラインおよ

びエンドステーションの立ち上げ、改良を行っている。現

在のところ、軟X線領域（BL25SU、BL27SU）と赤外線

領域（BL43IR）の高輝度光を利用した特色のある分光研

究が活発に行われている。BL25SU、BL27SUでは昨年外

部評価を実施し、非常に高い評価をいただいた一方で、運

営上の問題点についてのご指摘もいただいた。解決に時間

のかかる課題もあるものの、効率的な運用を目指し、改善

へ向けての議論、作業を始めている。また、より高精度、

高機能な測定を目指しビームラインとエンドステーション

の改良や開発を行っている。以下に、各ビームラインの現

状を述べる。

2．BL25SU（軟X線固体分光ビームライン）

BL25SUでは、昨年度から立ち上げ調整を進めてきた２台

の装置が、2004B期から本格的に供用に提供される。1.9T

電磁石を用いた磁気円二色性（MCD）測定装置［1］と光電

子顕微鏡（PEEM）装置である。MCD装置では可変磁場

の導入により、磁性体の元素選択的な磁気ヒステリシス測

定が可能となった。また、PEEM装置ではMCD効果を利

用した磁区観測を目的とする。これらの測定にはBL25SU

の特徴である円偏光のヘリシティ反転が用いられる。昨年

から用いられている1Hzのヘリシティ反転に加え、10Hzで

の反転が可能となった。特にMCD測定では、10Hz反転と

ロックインアンプを組み合わせることで、測定精度を向上

できることが確認された［2］。

3．BL27SU（軟X線光化学ビームライン）

軟Ｘ線光化学ビームライン（BL27SU）は、分光素子を

介さない照射実験ステーション（軟Ｘ線CVD実験ステーシ

ョン）と、不等間隔刻線平面回折格子型分光器により単色

化された超高分解能軟Ｘ線を利用できる分光実験ステーシ

ョン（軟Ｘ線光化学実験ステーション）を中心としてユー

ザー利用が行われている。2003年度には、気相用高分解能

光電子分析装置（SES-2002）の検出系の改造が行われた［3］。

同時計数測定を目的として、SES-2002 に標準で装備され

ているCCDカメラによる信号検出システムから、ディレイ

ラインアノード型位置敏感検出器に改造を行った。これを

用いた最初の実験として2004A期に飛行時間型質量分析器

と組み合わせた同時計数実験が行われた［4］。

4．BL43IR（赤外物性ビームライン）

BL43IRでは高輝度光の優位性を生かし、赤外顕微鏡の

ユーザー利用が主流である。通常、赤外放射光はグローバ

ーのような熱輻射光に比べ、分光測定系への入射光の空間

的強度的な不規則振動が大きく、スペクトルのS/N比も低

い。しかし、高輝度光で微小領域の分光を行う顕微鏡の場

合には、熱輻射光に比べ信号強度を格段に高くできる。

BL43IRでは初期から、赤外顕微鏡の性能を向上させ、他

の実験ステーションでのユーザー利用も活性化するため

に、ノイズ調査、対策を行ってきた。2004年度には、光の

振動をミラーの能動的な振動によって相殺させる、アクテ

ィブフィードバックのシステムを導入するため、試験を行

っている。
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